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令和４年度 糖尿病の地域連携に関する現状調査 結果概要 

１ 調査目的 

道内の糖尿病医療連携における現状及び地域連携クリティカルパスの運用状況を把握し、北海道医

療計画の評価及び今後の推進方策を検討する。 

 

２ 調査期間 令和 4年4月 7日～5月20日 

 

３ 調査対象 

平成 29 年～令和 3 年度の間、北海道医療計画で定める公表基準に則り、糖尿病の医療機能を担う

医療機関として公表していた医療機関 1,204箇所 

 

４ 回答医療機関数  

  対象数 回答数 
内訳 

回答率 
病院 診療所 

H24 1,180 960 311 649 81.4% 

H29 1,278 1,073 325 748 84.0% 

R4 1,204 1,014 299 715 84.2% 

 

５ 調査結果 

調査結果 成果・課題 

（１） 糖尿病治療の医療連携について 

① 機関数 

 

② 連携目的 

 

 

 

〇回答医療機関の

78.2%が、他医療

機関と連携してお

り、主に専門医療機

関に専門治療・専門

検査や合併症治療

の依頼を行うなど

平成 29 年度と同

様であった。 

数 割合 数 割合 数 割合

連携実施機関数 783 81.6% 846 78.8% 793 78.2%

病院 216 69.5% 212 65.2% 182 60.9%

診療所 567 87.4% 634 84.8% 611 85.5%

H24 H29 R4

内訳

資料２－２ 



2 

 

③ 連携先 

 

・連携先は、主に糖尿病内科や眼科、腎臓内科等の専門医療機関で、歯科、市町村等保険者と連携する

医療機関は少ない。 

（２） 糖尿病連携手帳の活用について ※R4.4.1 現在 医療機関の公表調査結果による 

 

〇糖尿病連携手帳

を活用している医

療機関の割合は、

平成 29 年度と比

較し増加してい

た。 

（３） 地域連携パスの活用について 

① 活用状況 

 

② 未導入の理由 

 

〇地域連携パスの

活用は、平成29年

に比べて増加した

ものの、回答医療機

関の44.4%（450

医療機関）に留まっ

ていた。 

 

〇地域連携パスの

課題として、パスの

利用方法や二次医

療圏における活用

事例の情報提供な

どが必要。 

（４） 教育入院ができる医療機関 

 

〇教育入院ができ

る医療機関数は、

平成 29 年度と比

較し減少してい

た。 

 


